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元木貴則前会長の後任として，2024年度より若手の会の
2代目会長を務めております。若手の会は 2014年に基盤強
化WGの中で立ち上げられ，有志組織として活動してきま
したが，2020年に基盤強化委員会の下部組織として正式に
位置付けられました。この組織化以降，若手の会では HP
や研究発表会などを通じて広くメンバーを募集しており，
現在では大学・企業・国研等から 70名を超える方 （々うち
学生 24名）が名簿に登録されています。
若手の会は，学生を含む 30歳代以下の若手世代の交流促

進や活性化を主な目的として活動しています。若手会員と
学生会員に相互交流や情報交換ができる場を提供して学会
の横のつながりを強化すること，ひいては学会全体の活性
化や基盤強化に貢献することを目指しています。そこで現
在最も力を入れている活動は，年 2回の「若手の会勉強会」
の開催です。各地方支部ではその地域の若手向けの活動が
行われていますが，全国の若手や学生を対象としたセミ
ナー活動はこの勉強会のみではないかと思います。2019年
から 2025年までに計 12回（現地のみが 2回，オンライン
が 6回，現地とオンラインのハイブリッド開催が 4回）の
勉強会を開催してきました。
若手の会勉強会では，主として若手や学生の方に講師を

務めていただいております。普段の研究発表会よりも長い
20～40分程度の講演をお願いして，若いうちから招待講演
のような経験を積んでいただく機会を提供しています。勉
強会のテーマには，低温工学および超電導の基礎から応用
まで，幅広い分野を取り上げてきました。参加者はほぼ若
手のみですので，研究発表会では憚られるような基礎的な
質問だけでなく，見当外れのようで本質を突いた異分野か
らの質疑や議論も毎回活発に行われています。若いうちか
ら様々な現場や研究環境を見られるように，現地開催の際
には研究室などの見学ツアーも行ってきました。このよう
に若手の会勉強会は，若手や学生にとって広く相互交流や
情報交換ができる場，そして今後の成長やさらなる活躍に
つながる機会となっています。2023年までは現地会場は関
東のみでしたが，2024年 6月には東北大学，2025年 8月に
は九州大学で開催し，全国にその活動の幅を広げつつあり
ます。
若手の交流促進の新たな試みとして，2025年度秋季第

110回研究発表会の 1日目に「学生・若手交流会」セッショ

ンを若手の会と東北・北海道支部学生研究交流会で開催す
る予定です。学生同士や学生と若手が広く交流することが
できる場になるよう，鋭意準備を進めています。原稿執筆
時点では開催前ですが，この巻頭言が掲載される時には
セッションを成功裡に終えていることを願っております。
私は大学院生の頃から，若手の会の活動に貢献したいと
考え，また実行に移してきました。私が修士課程 1年で研
究発表会に初めて参加した 2015年当時は，若手や学生が広
く交流できる場が今よりも少ない印象でした。「学会に行け
ば多くの同世代と知り合える機会があると思っていたけど，
そうでもないなあ」と僭越ながら感じたことを今でも覚え
ています。そんな中で幸運にも，当時は有志組織だった若
手の会の活動に参加したことをきっかけに，多くの若手の
方と知り合うことができました。そのご縁で基盤強化委員
会に加わることができ，またいくつかの共同研究にもつな
がりました。これから学会に参加する，もしくは参加した
ばかりの若手や学生にも，良いご縁につながる機会，刺激
を受ける機会を一つでも多く提供していきたいと考えてお
り，この思いが若手の会の活動を前に進めていく原動力と
なっています。そして，そのような若手の方々への貢献が
少しずつできているのではないか，と感じ始めているとこ
ろです。
一方で，若手の会の活動の継続性については難しさを感
じることもあります。できれば今後も 30台前半から中盤の
メンバーが中心となって活動を続けていってほしいと願っ
ていますが，我が国の博士課程進学者は長年横ばいかやや
減少傾向であり，また卒業後もこの業界に残る方ばかりで
はなく，活動を担ってくれる優秀で熱意のある若手を継続
的に確保できる保証はありません。この業界で活躍する若
手を一人でも多く育て増やしていくことが，今後の若手の
会の発展，ひいては学会全体の発展に重要であると考えて
います。若手の会の活動はこの点にも貢献ができるはずで
すので，より一層の活動の拡充に努めていく所存です。
最後になりますが，若手の会の活動は基盤強化委員会を
はじめとして，本学会の多くの方々の支えによって成り
立っています。この場をお借りして，若手の会の活動にご
尽力いただいている皆様に御礼を申し上げるとともに，今
後の益々のご協力をお願い申し上げて，就任のご挨拶とさ
せていただきます。
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